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第
５
回
は
、近
畿
中
国
森
林
管
理
局
管
内

の
国
有
林
を
紹
介
し
ま
す
。同
局
管
内
で
は
、

20
箇
所
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
が「
日

本
美
し
の
森 

お
勧
め
国
有
林
」に
選
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
近
江
ア
ル
プ
ス
自
然
休

養
林
は
、滋
賀
県
南
部
に
位
置
し
、か
つ
て
は

材
質
が
緻
密
で
良
質
の
ヒ
ノ
キ
林
に
覆
わ
れ
、

万
葉
集
の
歌
に
も
詠
ま
れ
た
ほ
ど
古
く
か
ら

豊
か
な
森
林
で
し
た
。そ
の
後
の
度
重
な
る
遷

都
や
社
寺
の
建
立
の
た
め
の
資
材
と
し
て
ヒ

ノ
キ
が
伐
り
出
さ
れ
、そ
の
結
果
、江
戸
時
代

に
は「
田た

な
か
み上
の
禿
げ
」と
し
て
全
国
に
知
ら
れ

る
禿
げ
山
と
な
り
ま
し
た
が
、明
治
時
代
か
ら

マ
ツ
、ヤ
シ
ャ
ブ
シ
、ヒ
ノ
キ
等
の
樹
木
の
植

栽
や
堰え

ん
て
い堤
設
置
な
ど
の
治
山
工
事
が
行
わ
れ
、

現
在
の
よ
う
に
緑
が
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。

　

近
隣
に
は
、源
頼
朝
や
義
経
に
も
ゆ
か
り

の
あ
る
古
寺「
金こ

ん
し
ょ
う
じ

勝
寺
」が
あ
り
、境
内
に
通

じ
る
参
道
が
現
在
も
登
山
道
と
さ
れ
て
お

り
、清
流
と
四
季
折
々
の
美
し
い
景
観
、沿
道

に
あ
る
磨
崖
仏
な
ど
の
史
跡
が
訪
れ
る
多
く

の
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

琵
琶
湖
周
辺
に
は
、彦
根
城
、黒
壁
ス
ク
エ

ア
、竹ち

く
ぶ
し
ま

生
島
、白し
ら
ひ
げ鬚
神
社
、安
土
城
跡
な
ど
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
し
た
見
所
が
満

載
で
す
。秋
の
紅
葉
時
期
を
森
林
散
策
と
琵

琶
湖
周
遊
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

〜 

近
江
ア
ル
プ
ス
自
然
休
養
林（
一い
ち
じ
ょ
う
や

丈
野
地
区
） （
　
　  

）〜

「
日
本
美
し
の
森 

お
薦
め
国
有
林
」の
ご
紹
介

Contents
02 「日本美しの森 お薦め国有林」のご紹介

03  くらしを支える森林づくり　いざ、間伐
08 Topics 01　「平成28年木材需給表」の公表について

09 Topics 02　「木質バイオマスエネルギー利用動向調査」の結果（速報）について

10 がんばる市町村　根
ね ば

羽村のトータル林業と流域連携  〜長野県 根羽村〜

12 国有林野事業の取組　平成28年度国有林の管理経営に関する基本計画の実施状況について

14 日本の林業遺産を知ろう！　全国緑化行事発祥の地

16 森林な人々　香川県・NPO法人フォレスターズかがわ　事務局長　増田 孝夫さん

18 Topics 03　農林水産省に木造による「保育所」が開設されました

19 みどりの女神が行く！

大
津
市
・

栗り
っ
と
う東
市

（表紙の説明）
54年生のスギ人工林

（撮影地 宮崎県高千穂町）

【アクセス】
●公共交通機関で

【上桐生方面から】 JR琵琶湖線「草津駅」東口から、帝産湖南交通バス「上
かみきりゅう

桐生」行き終点下車、徒歩５分。（バス所要時間：約30分）
【金勝山方面から】 JR草津線「手

て は ら

原駅」から「こんぜめぐりバス」にて「金勝寺」バス停下車
　　　　　　　　（４～６月、10～ 11月の土日祝のみ運行、１日３往復,バス所要時間約30分） 、 金勝寺から徒歩で40分
 ●自動車で

【上桐生方面から】 新名神高速道路「草津田上IC」から県道２号線を東へ進み県道108号線へ入り一丈野駐車場へ（ICからの所要時間：約10分）
【金勝山方面から】 名神高速道路栗東ICから県道55号線を経て県道12号線を信楽方面へ約10分。

2林野   2017.10 No.127



3 2017.10 No.127   林野

くらしを支える森林づくり
いざ、間伐

夏も終わり、秋になると、各地で間伐作業が本格化します。
林野庁ではこの時期を間伐推進強化期間に設定し、

関係機関と連携しながら間伐の普及啓発活動を展開しています。
今号では、間伐について改めて知っていただくとともに、
期間中に各地で行われる様々な取組について紹介します。
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10月～11月は、間伐推進強化期間です。



く
ら
し
を
支
え
る
森
林
づ
く
り

い
ざ
、間
伐

「
間
伐
は
な
ぜ
必
要
？
」

　

ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
な
ど
、
人
の
手
で
苗
木
を

植
え
て
育
て
た
人
工
林
で
は
、
基
本
的
に
は

そ
の
後
伐
採
し
て
、
木
材
と
し
て
利
用
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
植
え
た
木
を
伐
採
す
る
作
業
は
大
き

く
「
主
伐
」
と
「
間
伐
」
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

「
主
伐
」
は
、
そ
の
後
新
た
に
苗
木
を
植
え

る
な
ど
次
の
世
代
の
森
林
の
造
成
（「
更
新
」

と
言
い
ま
す
）
を
伴
う
伐
採
を
言
い
、「
間
伐
」

は
更
新
を
伴
わ
ず
、
育
成
段
階
に
樹
木
の
一

部
を
間
引
き
し
、
残
っ
た
木
の
成
長
を
促
す

た
め
の
伐
採
を
言
い
ま
す
。

　

左
の
写
真
を
見
比
べ
て
く
だ
さ
い
。
間
伐

後
の
森
林
は
明
る
く
な
り
、
下
草
や
低
木
が

進
入
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
植
栽
木
の
幹
も

丈
夫
に
な
り
、
根
も
発
達
し
ま
す
。
こ
れ
ら

に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
森
林
の
多
面
的
機
能
が

よ
り
発
揮
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
我
が
国
で
は
、
主
伐
可
能
と
想
定

さ
れ
る
、
植
栽
し
て
か
ら
45
年
以
上
経
過
し

た
人
工
林
の
割
合
が
５
割
を
超
え
て
、
本
格

的
な
利
用
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

す
る
と
間
伐
は
も
う
不
要
か
と
言
え
ば
、

そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
依
然
と
し
て
５
割

近
く
が
生
育
途
上
の
森
林
で
す
し
、
ま
た
、

主
伐
後
に
引
き
続
き
人
工
林
を
育
成
し
て
い

く
に
は
経
済
的
に
厳
し
い
と
考
え
ら
れ
る
森

林
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
間
伐
を
繰
り

返
し
つ
つ
、
自
然
に
林
内
に
発
生
す
る
広
葉

樹
等
の
生
育
を
促
す
た
め
の
主
伐
（「
更
新

伐
」
と
言
い
ま
す
）
を
実
施
し
な
が
ら
、
少

し
ず
つ
針
葉
樹
と
広
葉
樹
の
入
り
交
じ
っ
た

森
林
（「
針
広
混
交
林
」
と
言
い
ま
す
）
に

誘
導
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
我
が
国
で
は
依
然
と
し
て
間

伐
が
必
要
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

「
間
伐
を
進
め
て

い
く
た
め
に
は
」

　

間
伐
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
国
や

都
道
府
県
等
か
ら
補
助
金
が
出
て
い
ま
す

が
、
森
林
所
有
者
の
方
々
の
負
担
部
分
も
あ

り
、
こ
の
部
分
を
ど
う
し
て
い
く
か
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
つ
は
林
道
や
作
業
道
等
の
路
網
を
整
備

し
、
機
械
化
を
進
め
る
な
ど
、
間
伐
に
掛

か
る
費
用
を
削
減
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

も
う
一
つ
は
、
間
伐
し
た
木
（「
間
伐
材
」

と
言
い
ま
す
）
を
建
築
材
等
と
し
て
よ
り
有

効
に
活
用
し
、
収
入
を
得
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
、
様
々
な
条
件
等
か
ら
、
森
林

所
有
者
の
方
々
が
間
伐
を
実
施
す
る
こ
と
が

困
難
な
場
合
は
、
市
町
村
な
ど
が
関
わ
っ
て

支
援
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
森
林
所
有
者
の
方
々

の
負
担
を
減
ら
し
た
り
、
あ
る
い
は
、
間
伐

に
よ
っ
て
収
入
を
得
ら
れ
た
り
す
る
状
況
に

し
て
い
く
こ
と
が
、
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
重
要
な
の
が
、
多
く
の
方
々
に
間

伐
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。

こ
の
こ
と
が
森
林
所
有
者
の
方
々
が
改
め
て

森
林
に
目
を
向
け
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま

す
し
、
ま
た
、
間
伐
材
を
使
っ
た
製
品
を
購

入
す
る
な
ど
の
行
動
が
、
間
伐
を
後
押
し
す

る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
森
林
や
木
材
に
目
を

向
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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間伐未実施林

間伐したあとの森林



くらしを支える森林づくり
いざ、間伐

間伐や間伐材等の木材利用を推進するイベント

栃木県の取組
「元気な森づくりの日記念イベント」 
　栃木県では、県民の皆様に森づくりを身近に感じて
もらい、森づくり活動に参加・協力してもらえるよう、
平成 20 年度に「10 月 16 日」を『元気な森づくりの日』
に制定し、翌年度から、この日を中心に『元気な森づ
くりの日記念イベント』を行っています。
　当イベントは、平成 28 年度までの８年間で県内各
地において計 30 回開催され、延べ 1,022 名の方が参
加しました。イベントでは、森林の役割等の解説をは
じめ、間伐を実施した森林や伐採作業、製材工場の見学、
更には間伐などの森づくり体験、間伐材を使った工作
など、気軽に参加できる様々な活動を通して、森づく
りへの理解を深めてもらっています。
　参加者からは、「森林は手入れをしないといけないこ
とが分かった」「子供と一緒に森林について学べてよ
かった」など好評を得ています。（栃木県　森林整備課）

愛媛県の取組
「えひめ山の日の集い」の開催
　愛媛県では、森林の意義を再認識し、森林と共生す
る文化を創造するため、平成 16 年度に 11 月 11 日を

「えひめ山の日」に制定するとともに、平成 17 年度に
「森林環境税」を創設し、県民総ぐるみで森林環境の保
全を進めています。
　「えひめ山の日の集い」は、これらの考えを普及啓発す
る中核的な取組であり、多くの県民に、間伐をはじめ
森林を守り・育てることの大切さを伝えるため、毎年、工
夫を凝らしながら、効果的な広報活動に努めています。
　今年度も、11月11日（土）にエミフルＭＡＳＡＳＩ（県
内最大級モール）において、「企業の森林づくり CO2 吸
収証書」、「緑の募金感謝状」の伝達や大人から子供まで
が楽しめるイベント等を用意し、約2,000人に対する
PR を行いました。これからも森林・林業の応援団を増
やしていきたいと考えています。（愛媛県　森林整備課）

　ここでは、間伐推進強化期間に、都道府県各地において実施している間伐や間伐材利用に
関係するイベントを紹介します。
　なお、紙面の都合上、紹介しきれないイベントが多数あります。これらは、林野庁
のホームページに掲載しておりますので、ぜひ、こちらもチェックしてみてください。

参考ＵＲＬ　http://www.rinya.maff.go.jp/j/kanbatu/suisin/con_3.html
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間
伐
箇
所
見
学

木
工
教
室

え
ひ
め
山
の
日
の
集
い

企
業
の
森
林
づ
く
り
活
動
で
の
間
伐
作
業



間
伐
材
マ
ー
ク

～
手
軽
に
で
き
る
森
林
保
全
～

　

皆
様
は
こ
ち
ら
の
「
間
伐
材
マ
ー
ク
」（
写

真
１
）
を
ご
存
知
で
す
か
。「
間
伐
材
マ
ー

ク
」
は
“
間
伐
材
”
を
使
用
し
て
い
る
製
品

に
付
け
ら
れ
る
マ
ー
ク
で
、
土
木
資
材
や
木

製
の
家
具
・
お
も
ち
ゃ
と
い
っ
た
木
製
品
か

ら
、
カ
レ
ン
ダ
ー
や
コ
ピ
ー
用
紙
と
い
っ
た

紙
製
品
な
ど
様
々
な
商
品
に
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
実
は
こ
の
「
林
野
―
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｙ
Ａ
―
」

に
も
間
伐
材
を
利
用
し
た
紙
が
使
用
さ
れ
、

間
伐
材
マ
ー
ク
が
付
い
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
方
々
に
よ
っ
て
間
伐
を
推
進
す
る

動
き
が
広
ま
り
、
間
伐
材
は
有
効
に
利
用

す
る
こ
と
が
可
能
な
木
材
資
源
で
あ
る
と
い

う
認
識
が
高
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
「
間

伐
材
マ
ー
ク
」
は
、
消
費
者
に
対
し
て
間
伐

材
を
使
用
し
て
い
る
製
品
で
あ
る
こ
と
を
ア

ピ
ー
ル
し
、
併
せ
て
間
伐
・
間
伐
材
利
用
の

重
要
性
も
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
実
際
に
間
伐
材
マ
ー
ク
製
品
を

見
た
こ
と
は
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
身
近
な

製
品
例
を
挙
げ
ま
す
と
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
提
供
さ
れ
て
い
る
ホ
ッ
ト
コ
ー
ヒ
ー

カ
ッ
プ
や
紙
製
飲
料
容
器
で
あ
る
「
カ
ー

ト
カ
ン
」
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
（
写
真
２
）。

こ
の
ほ
か
に
も
間
伐
材
マ
ー
ク
は
割
り
箸
や

飲
食
容
器
、
コ
ピ
ー
用
紙
と
い
っ
た
身
近
な

生
活
用
品
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
身

の
回
り
の
生
活
用
品
を
間
伐
材
マ
ー
ク
製
品

に
変
え
る
だ
け
で
、
間
伐
材
利
用
に
繋
が
り
、

手
軽
に
森
林
保
全
に
貢
献
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
ぜ
ひ
生
活
の
中
で
「
間
伐
材
マ
ー
ク
」

を
探
し
、
製
品
を
購
入
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

間
伐
材
マ
ー
ク
に
つ
い
て
興
味
の
あ
る
方

は
、
間
伐
材
マ
ー
ク
事
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.zenm

ori.
org/kanbatsu/m

ark/

（
間
伐
材
マ
ー
ク
事
務
局
）

　間伐の方法としては、木の形質や隣接木との間隔を見ながら、
伐採する木を選定（選木）し、点状に伐採する定性間伐が一般的
に行われてきました。
　定性間伐は、利点もありますが、伐採木の選定に時間がかかり、
伐採や集材の際にも、高度な技術と手間を要することもあります。
一方、新たな方法として、列状間伐が各地で導入されています。

　列状間伐は、高性能林業機械を使用するなどして、植
栽列や斜面方向等に沿って線上に伐採する間伐です。選
木の手間が省け、機械を使って線上に伐採することがで
きるため、伐採・集材が容易です。また、伐採した木が他
の木にひっかかる「かかり木」が減少して、安全性も確保
されます。その結果、作業効率が向上し、間伐材の生産
コストが低減するなどさまざまなメリットがあります。
　実際に列状間伐を実施した森林において、その後の発
育に影響がないことも分かっており、林野庁においても、
推進している間伐方法の１つです。

豆
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列状間伐後の森林

写真2：カートカン

写真1：間伐材マーク

列状間伐間伐 知識



くらしを支える森林づくり
いざ、間伐

間
伐
ネ
ッ
ト
の
取
組

　

２
０
１
５
年
、
間
伐
・
間
伐
材
利
用
推
進

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
略
称
：
間
伐
ネ
ッ
ト
）
は
、

間
伐
・
間
伐
材
利
用
の
推
進
を
通
じ
て
豊
か

な
森
林
づ
く
り
に
貢
献
す
る
た
め
、
関
係
団

体
有
志
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
歴
史

あ
る
「
間
伐
・
間
伐
材
利
用
コ
ン
ク
ー
ル
」

を
主
催
者
と
し
て
支
え
、「Forest G

ood

」

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
の
も
と
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

Tw
itter

、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
、YouTube

を

通
し
て
、
森
や
間
伐
に
関
す
る
様
々
な
情
報

を
発
信
し
て
い
ま
す
（
写
真
１
）。

　

間
伐
ネ
ッ
ト
の
活
動
の
特
長
は
そ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
幅
広
さ
に
あ
り
ま
す
。
セ
ミ

ナ
ー
や
交
流
会
の
開
催
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
森
づ
く
り
関
係
者
だ
け
に
止

ま
ら
ず
、
女
性
や
若
者
た
ち
と

い
っ
た
林
業
と
は
縁
遠
か
っ
た
人

た
ち
を
巻
き
込
み
、
ソ
フ
ト
に
間

伐
の
情
報
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
代
表
例
が
女
子
美
術
大
学

と
の
連
携
で
す
。
昨
年
、間
伐
を
応

援
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作
ろ
う

と
始
ま
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
、

「
フ
ォ
レ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
と
い

う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
誕
生（
写
真
２
）。そ
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
活
用
し
た「
ゴ
ッ
ド
と
踊
ろ

う 

か
ん
ば
つ
体
操
」も
学
生
の
手
に
よ
っ
て

生
み
出
さ
れ
、話
題
に
な
り
ま
し
た（
写
真
３
）。

　

そ
し
て
今
年
、
間
伐
ネ
ッ
ト
と
女
子
美

術
大
学
と
の
協
働
に
注
目
し
た
企
業
か
ら

「
フ
ォ
レ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
」を
活
用
し
た
間

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://www.eco-online.
org/forest-good/

（
間
伐
ネ
ッ
ト
事
務
局
：

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
コ
ロ
ジ
ー
オ
ン
ラ
イ
ン
）

伐
材
グ
ッ
ズ
制
作
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

間
伐
ネ
ッ
ト
事
務
局
で
あ
る
エ
コ
ロ
ジ
ー

オ
ン
ラ
イ
ン
が
中
心
と
な
り
「
女
子
美
大
生

が
考
え
た
森
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
間
伐
材
を

つ
か
っ
た
商
品
を
つ
く
り
た
い
！
」
と
い
う

企
画
を
実
施
し
、
具
体
的
な
グ
ッ
ズ
の
制
作

に
踏
み
出
し
ま
し
た
（
写
真
４
）。

　

ま
た
、
充
実
し
て
き
た
間
伐
ネ
ッ
ト
を
活

用
し
て
、
間
伐
・
間
伐
材
利
用
コ
ン
ク
ー

ル
に
参
加
い
た
だ
い
た
企
業
・
団
体
に
よ
る

支
援
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
間
伐
を
通
し
て

生
ま
れ
た
商
品
が
し
っ
か
り
と
社
会
に
流
通

し
、
地
域
の
森
に
利
益
が
還
元
さ
れ
て
い
く
。

そ
の
利
益
が
森
づ
く
り
に
活
用
さ
れ
て
森
が

ど
ん
ど
ん
元
気
に
な
る
。
間
伐
ネ
ッ
ト
の
活

動
を
通
し
て
そ
ん
な
理
想
に
一
歩
で
も
近
づ

け
た
ら
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

写真4：間伐材グッズ
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写真２：女子美術大学生が描いたキャラクター

写真１：
間伐・間伐材利用
コンクール表彰式

写真3：かんばつ体操



「平成 28 年木材需給表」の公表について
～木材自給率は６年連続で上昇し、34.8％に～

TOPICS

01

　林野庁は９月26日に、我が国の木材需給の状況を明らかにする「平成28年木材需給表」を公表しました。
　平成28年の木材の総需要量は、7，807万７千㎥（丸太換算。以下同じ。）で前年に比べ3．9％増加しました。　
国内生産量は2，714万１千㎥で前年に比べ8．9％増加し、輸入量は5，093万６千㎥で前年に比べ1．4％増加し
ました。
　平成28年の木材自給率は前年から1．6ポイント上昇して34．8％となり、平成23年から６年連続で上昇して
います。

●農林水産省HP　統計情報「木材需給表」

　　　　http://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/mokuzai_zyukyu/index.html

木材の供給量の推移

資料：林野庁「木材需給表」　注 1：数値の合計値は、四捨五入のため計と一致しない場合がある。　注 2：注：国産材には、用材のほか、しいたけ原木、燃料材を含む。

現在（H28）
34.8％

木材自給率最低（H14）
18.8％

木
材
自
給
率

S39
木材輸入
自由化

S48
総需要量
ピーク S55

木材価格
ピーク

H8
輸入量
ピーク

H14
木材自給率

最低

国産材

輸入丸太 輸入製品
輸入燃料材

S30

H28

2,714 万㎥

2,714 万㎥

木
材
供
給
量
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（千㎥）

438

213

273

388 408

「木質バイオマスエネルギー利用動向調査」の
結果（速報）について
～平成 28 年における間伐材・林地残材等に由来する木材チップのエネルギー利用は
　192 万トンで前年比 64％の増加～

TOPICS

02

　林野庁は、平成27年から、木質バイオマスのエネルギー利用動向を把握するため、木質バイオマスをエネルギー利用

している発電機及びボイラーを有する事業所を対象として、「木質バイオマスエネルギー利用動向調査」を行っており、

本年９月６日に、２回目の調査結果（速報）を公表しました。

　調査結果では、平成28年にエネルギーとして利用された木材チップの量は、全体で773万トンとなり、前年から83万ト

ンの増加（前年比12％増）となりました。こ のうち、国産の「間伐材・林地残材等」に由来する木材チップは192万トン（前年

比64％増）となり、この量は、丸太換算（１t＝2.2㎥）で422万㎥に相当します。このほか、「製材等残材」に由来する木材チッ

プは165万トン（前年比16％増）、「建設資材廃棄物」に由来する木材チップは398万トン（前年比５％減）となりました。

　国産の「間伐材・林地残材等」に由来する木材チップの利用量を都道府県別に見ると、上位５道県は、北海道（20万ト

ン）、鹿児島県（19万トン）、宮崎県（18万トン）、大分県

（12万トン）、島根県（10万トン）となりました。前年と

比べると、29道県で合計81万トン増加する一方で、

13府県で合計６万トン減少となりました。このうち、

鹿児島県（14万トンの増加）、北海道（13万トンの増

加）、大分県（８万トンの増加）、岩手県（５万トンの増

加）、秋田県（５万トンの増加）などでは、木質バイオマ

ス発電施設の稼働開始により、前年に比べ大幅な増加

となりました。

　なお、調査結果のうち、木質バイオマス利用事業所

や利用機器の種類等のより詳しい結果については本

年12月に公表する予定です。

▲「間伐材・林地残材等」に由来する木質バイオマスのエネルギー利用量の推移

（千㎥）

資料：木材チップは、H23～
26は林野庁木材利用課調べ、
H27、28は木質バイオマスエ
ネルギー利用動向調査を基に
丸太換算したもの。木質ペレッ
トは、特用林産物生産統計調査
を基に丸太換算したもの。

▲都道府県別の利用量の推移（間伐材・林地残材等に由来する木材チップ・丸太換算量）

「平成28年木質バイオマスエネルギー利用動向調査」の
結果（速報）について

参考URL
http://www.rinya.maff.go.jp/
j/press/riyou/170906.html
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に
達
し
て
い
ま
す
。
当
村
で
は
明
治
時
代
か

ら
ほ
ぼ
全
戸
が
山
林
を
所
有
（
各
戸
平
均
５・

５
ha
）
し
、
林
業
を
基
幹
産
業
と
し
て
き
ま

し
た
。「

ト
ー
タ
ル
林
業
」の
は
じ
ま
り

　
木
材
の
輸
入
自
由
化
等
に
よ
り
、
国
産
の

木
材
価
格
が
低
迷
す
る
等
の
状
況
が
続
い
て

き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
村
で
は
「
林
業

低
迷
は
一
過
性
の
も
の
で
あ
る
」
と
の
思
い

を
持
ち
「
親
が
植
え
、子
が
育
て
、孫
が
伐
る
」

と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
村
内
の
製
材
所
が
徐
々
に
減
っ

て
い
き
、
最
後
の
製
材
所
も
閉
鎖
し
か
け
た

平
成
７
年
に
、
村
で
製
材
所
を
買
取
り
、
引

根羽村の森林

低
コ
ス
ト
作
業
に
よ
る

木
材
生
産

　
「
ト
ー
タ
ル
林
業
」を
続
け
て
い
く
た
め
に

は
、域
内
で
の
木
材
生
産
を
前
提
と
し
て
、よ

り
多
く
の
所
有
者
の
方
に
施
業
意
欲
を
持
っ

て
い
た
だ
き
、少
し
で
も
多
く
の
所
得
を
森

林
か
ら
得
ら
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で

す
。そ
の
た
め
、森
林
組
合
職
員
が
施
業
集
約

化
を
進
め
る
と
と
も
に
、作
業
路
網
の
整
備

き
続
き
林
業
を
村
の
基
幹
産
業
と
す
る
方
向

性
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
は
木
を
伐
採
し
、丸
太
を
販
売

す
る
だ
け
で
し
た
が
、根
羽
村
森
林
組
合
と

連
携
し
、木
を
植
え
、育
て
、伐
採
す
る
第
１

次
産
業
、村
で
所
有
し
た
製
材
所
で
丸
太
を

加
工・乾
燥
す
る
第
２
次
産
業
、加
工
し
た
製

品
を
販
売
す
る
第
３
次
産
業
を
村
内
で
完
結

す
る「
ト
ー
タ
ル
林
業
」に
平
成
14
年
か
ら
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。地
域
の
設
計
士
や
工
務

店
の
目
に
見
え
る
形
で
、地
域
の
山
で
木
を

伐
採
し
、Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
を
取
得
し
た
村
内
の

工
場
で
製
品
化
、家
づ
く
り
に
安
心
し
て
使

え
る
建
築
用
材
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
に
よ

り
、品
質
の
高
い
住
宅
を
施
主
に
届
け
る「
邸

宅
管
理
方
式
」も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

根
羽
村
の
森
林

　
根
羽
村
は
、
長
野
県
の
最
南
端
に
位
置
し
、

愛
知
県
と
岐
阜
県
の
県
境
に
隣
接
し
て
い
ま

す
。
標
高
１
，
０
０
０
ｍ
級
の
山
々
に
囲
ま

れ
、
平
坦
地
が
少
な
く
、
起
伏
に
富
ん
だ
地

形
で
す
。
古
く
か
ら
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
を
主
体

と
し
た
植
林
が
行
わ
れ
、
人
工
林
率
は
73
％

月瀬の大杉トータル林業の確立

長野県

根羽村
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面積	 8,997ha
　林野面積	 8,543ha
　うち私有林	 3,695ha
　私有林率	 44%

根ね

羽ば

村
の
ト
ー
タ
ル
林
業
と
流
域
連
携

～
長
野
県
根
羽
村
～

１

2

3



と
高
性
能
林
業
機
械
の
組
合
せ
を
検
討
し
て
、

間
伐
に
よ
る
収
入
金
額
を
事
前
に
所
有
者
に

提
示
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。こ
の
取
組

に
よ
り
、年
間
約
50
〜
60	

ha
の
主
間
伐
が
実

施
さ
れ
、約
５
，０
０
０
〜
６
，０
０
０
㎥
の

素
材
生
産
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

下
流
域
と
の
流
域
連
携

　
当
村
の
森
林
は
矢
作
川
の
源
流
に
あ
り
、

水
源
地
と
し
て
も
大
変
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
愛
知
県
安
城
市
に
あ
る
「
明
治

用
水
土
地
改
良
区
」
が
大
正
３
年
に
水
源
涵

養
林
を
購
入
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
平
成

３
年
に
は
安
城
市
と
「
矢
作
川
水
源
の
森
分

収
育
林
契
約
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
平
成
16

年
か
ら
は
大
手
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
で
あ

る
ア
イ
シ
ン
グ
ル
ー
プ
と
「
森
の
里
親
制
度
」

を
結
び
、
山
づ
く
り
に
企
業
の
皆
さ
ん
に
も

積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

森
林
づ
く
り
活
動
の
ほ
か
、
子
ど
も
た
ち
へ

の
森
林
環
境
教
育
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

森
林
を
守
り
育
て
る
こ
と
に
よ
り
地
域
に
林

業
が
「
業
」
と
し
て
復
活
す
る
だ
け
で
な
く
、

水
源
を
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
い
う
当

村
の
取
組
は
、
未
来
永
劫
に
わ
た
っ
て
引
き

継
が
れ
て
い
く
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

「
地
域
材
」
を
使
い

最
後
ま
で
「
使
い
切
る
こ
と
」

　
地
域
材
を
地
域
の
中
で
使
っ
て
い
く
仕
組

み
を
つ
く
る
こ
と
は
、「
健
全
な
山
づ
く
り
」

「
地
域
内
で
の
お
金
の
循
環
」「
地
域
文
化
や

伝
統
の
継
承
」
な
ど
持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
の
原
点
で
あ
り
、
地
域
に
人
々
が
住
み
続

け
る
た
め
に
大
切
な
視
点
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

　
地
域
の
森
林
を
将
来
に
わ
た
っ
て
管
理
し

て
い
く
た
め
に
は
、
木
材
の
カ
ス
ケ
ー
ド
利

用
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
考
え
ま
し

た
。
木
材
価
格
の
低
迷
に
よ
り
、
間
伐
さ
れ

て
も
放
置
さ
れ
て
い
た
林
地
残
材
を
活
用
し

て
、「
木
の
お
も
ち
ゃ
」「
木
を
使
っ
た
遊
具
」

の
生
産
を
進
め
る
ほ
か
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
も
利
用
し
て
い
ま
す
。

資
源
を
最
後
ま
で
使
い
切
る
と
同
時
に
化
石

燃
料
の
使
用
を
減
ら
す
こ
と
に
も
つ
な
が
り
、

環
境
対
策
に
大
き
な
成
果
が
得
ら
れ
て
い
ま

す
。

こ
れ
か
ら
の
根
羽
村
の

ト
ー
タ
ル
林
業

　
今
後
も
、
経
済
活
動
と
し
て
の
林
業
に
加

え
、
森
林
認
証
の
取
得
や
Ｊ
―
ク
レ
ジ
ッ

ト
な
ど
環
境
保
全
に
配
慮
し
た
取
組
を
引
き

続
き
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
①
６
次
産

業
の
ト
ー
タ
ル
、
②
全
世
帯
森
林
組
合
員
の

ト
ー
タ
ル
、
③
一
本
の
木
を
使
い
切
る
ト
ー

タ
ル
、
④
間
伐
材
を
使
い
切
る
ト
ー
タ
ル
、

⑤
人
生
の
全
て
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
で
木
づ

か
い
を
進
め
る
ト
ー
タ
ル
、
⑥
伐
採
・
造
林

一
貫
作
業
に
よ
り
次
世
代
に
向
け
た
森
づ
く

り
を
行
う
ト
ー
タ
ル　

と
い
っ
た
様
々
な

ト
ー
タ
ル
を
目
指
し
、
林
業
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

村と森林組合との連携根羽村森林組合製材工場

地域材を使用した持続可能な地域づくり

根羽村のトータル林業
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平
成
28
年
度
国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
関
す
る

基
本
計
画
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

取 組
国有林野事業の
取 組

国有林野事業の公
益
重
視
の

管
理
経
営
の
一
層
の
推
進

重
視
す
べ
き
機
能
に
応
じ
た
管
理
経
営
の
推
進

　

国
有
林
野
は
、
そ
の
多
く
が
奥
地
脊せ
き

梁り
ょ
う

山

地
や
水
源
地
域
に
分
布
し
、
公
益
的
機
能
の

発
揮
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

国
有
林
野
事
業
で
は
、
山
地
災
害
防
止
タ

イ
プ
、
水
源
涵か
ん

養よ
う

タ
イ
プ
等
の
機
能
類
型
区

分
ご
と
に
適
切
な
施
業
を
行
い
、
そ
の
結
果

と
し
て
得
ら
れ
る
木
材
を
計
画
的
に
供
給
し

て
い
ま
す
。

効
果
的
な
路
網
整
備
の
推
進

　

森
林
の
適
切
な
整
備
・
保
全
、
木
材
の
供

　
国
有
林
野
事
業
で
は
、
国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
国
民
の
皆
様
の
意
見
を
聴
い
た
上
で
「
国
有
林
野
の
管
理

経
営
に
関
す
る
基
本
計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
に
基
づ
き
国
有
林
野
の

管
理
経
営
を
行
い
、
毎
年
、
そ
の
前
年
度
に
お
け
る
実
施
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
国
有
林
野
事
業
を
一
般
会
計
で
実
施
す
る
事
業
に
移
行
し
て
４
年
目
に
当

た
る
平
成
28
年
度
の
実
施
状
況
を
公
表
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。 

災害調査の実施状況（九州森林管理局）

お
い
て
は
、職
員
が
民
有
林
野
の
被
害
状
況
を

調
査
し
、被
害
を
受
け
た
民
有
林
野
の
治
山
施

設
に
つ
い
て
、県
か
ら
の
要
請
を
受
け
、国
の

直
轄
施
行
を
実
施
し
ま
し
た
【
写
真
１
】。

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
推
進

　

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
二
酸
化
炭
素

の
吸
収
・
貯
蔵
を
進
め
る
た
め
、
間
伐
等
の

森
林
整
備
や
治
山
施
設
等
に
お
け
る
木
材
利

用
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
平
成
28
年
度
は

約
12
・
１
万
ha
の
間
伐
を
実
施
し
ま
し
た
。

生
物
多
様
性
の
保
全

　

原
生
的
な
森
林
生
態
系
等
に
つ
い
て
「
保

護
林
」
や
「
緑
の
回
廊
」
に
設
定
し
、
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
と
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
た
保
護
・

管
理
と
柔
軟
な
区
域
等
の
見
直
し
を
推
進

し
て
い
る
ほ
か
、
渓
流
等
と
一
体
と
な
っ
た

森
林
の
連
続
性
の
確
保
に
よ
る
森
林
生
態
系

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
努
め
、
生
物
多
様

性
の
保
全
と
持
続
可
能
な
利
用
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

森
林
・
林
業
の

再
生
に
向
け
た
貢
献

　

我
が
国
の
森
林
・
林
業
の
再
生
に
貢
献
す

る
た
め
、
民
有
林
関
係
者
等
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
国
有
林
の
組
織
・
技
術
力
・
資

源
を
活
用
し
、
民
有
林
経
営
へ
の
支
援
等
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
伐
採
・
造

林
一
貫
作
業
な
ど
の
低
コ
ス
ト
施
業
等
の

普
及
を
図
る
た
め
、
平
成
28
年
度
は
全
国
で

２
５
３
回
の
現
地
検
討
会
等
を
実
施
し
た
ほ

か
、
民
有
林
関
係
者
約
４
，
６
０
０
名
の
参

加
を
得
て
い
ま
す
。
山
形
森
林
管
理
署
最も
が
み上

支
署
で
は
、
最
上
町
の
森
林
作
業
道
の
作
設

計
画
の
作
成
や
、
施
工
監
理
に
関
す
る
技
術

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
【
写
真
２
】。

給
等
を
効
率
的
に
行
う
た
め
、
林
道
や
森
林

作
業
道
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
た
路
網
整
備

を
進
め
、
民
有
林
へ
の
普
及
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
国
有
林
野
と
民
有
林
野
が
近
接

す
る
地
域
で
は
、
両
者
が
一
体
と
な
っ
た
計

画
的
か
つ
効
率
的
な
路
網
の
整
備
に
努
め
て

い
ま
す
。

治
山
事
業
の
実
施

　

安
全
で
安
心
で
き
る
暮
ら
し
を
確
保
す
る

た
め
、
治
山
事
業
に
よ
る
荒
廃
地
の
復
旧
整

備
や
大
規
模
災
害
か
ら
の
復
旧
、
保
安
林
の

機
能
の
維
持
・
向
上
に
向
け
た
整
備
等
を
計

画
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
に
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森
林
環
境
教
育
や
森
林
の

整
備
等
へ
の
国
民
参
加
の
推
進

　

学
校
等
と
森
林
管
理
署
等
が
協
定
を
結
び
、

様
々
な
自
然
学
習
等
を
進
め
る
「
遊
々
の
森
」

の
設
定
・
活
用
な
ど
、
森
林
環
境
教
育
に
係

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
整
備
や
フ
ィ
ー
ル
ド
の
提

供
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と
森
林

管
理
署
等
が
協
定
を
結
び
、
国
有
林
野
を

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
森
林
づ
く
り
を
進
め
る

「
ふ
れ
あ
い
の
森
」
等
を
設
定
し
、
国
民
参

加
の
森
林
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

国
有
林
野
の
維
持
・
保
存

　

来
訪
者
の
集
中
に
よ
る
植
生
の
荒
廃
等
が
懸

念
さ
れ
る
世
界
自
然
遺
産
地
域
や
日
本
百
名
山

等
の
森
林
で
の
巡
視
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

松
く
い
虫
被
害
や
ナ
ラ
枯
れ
等
の
森
林
病

虫
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
地
方
公
共
団
体

や
地
域
住
民
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
伐
倒
駆

除
等
の
被
害
対
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、シ
カ
に
よ
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、

地
域
の
関
係
行
政
機
関
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
連
携

し
、生
息
状
況
調
査
や
個
体
数
管
理
、防
護
柵

設
置
等
の
被
害
防
止
対
策
や
ジ
ビ
エ
利
用
に

向
け
た
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
【
写
真
３
】。

国
有
林
野
の
林
産
物
の
供
給

　

木
材
の
持
続
的
・
計
画
的
な
供
給
に
努
め
、

こ
れ
ま
で
未
利
用
で
あ
っ
た
小
径
材
等
に
つ

い
て
も
、
安
定
供
給
を
通
じ
た
新
た
な
需
要

の
開
拓
に
取
り
組
み
、
平
成
28
年
度
は
国
産

材
の
約
２
割
に
当
た
る
４
１
３
万
㎥
の
木
材

（
丸
太
換
算
）
を
供
給
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、国
産
材
の
需
要
拡
大
や
加
工
・
流
通

の
合
理
化
等
に
取
り
組
む
製
材
工
場
等
と
協

定
を
締
結
し
て
国
有
林
材
を
安
定
的
に
供
給

す
る「
シ
ス
テ
ム
販
売
」や
、民
有
林
と
連
携
し

た
木
材
の
協
調
出
荷
を
推
進
し
、国
産
材
の
安

定
供
給
体
制
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

国
有
林
野
の
活
用

　

森
林
浴
や
自
然
観
察
、野
外
ス
ポ
ー
ツ
等

に
適
し
た
国
有
林
野
を「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
森
」に
設
定
し
、地
域
と
連
携
し
て
環
境

整
備
や
利
用
促
進
の
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。ま
た
、官
民
挙
げ
て
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
を
推
進
す
る
た
め
、一
部
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
森
に
関
し
て
日
本
語
・
英
語
２
か

国
語
で
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る
な
ど

Ｐ
Ｒ
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
【
写
真
４
】。

効
率
的
な
事
業
の
実
施

　

国
有
林
野
事
業
特
別
会
計
に
属
し
て
い
た

債
務
に
つ
い
て
、適
切
な
森
林
整
備
を
通
じ
た

収
穫
量
の
確
保
や
コ
ス
ト
縮
減
等
に
よ
る
計

画
的
か
つ
効
率
的
な
事
業
の
実
行
に
努
め
、平

成
28
年
度
は
１
１
６
億
円
の
返
済
を
行
い
、累

積
返
済
額
は
４
２
１
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
振
興
へ
の
寄
与

　

国
有
林
野
は
林
産
物
の
安
定
供
給
や
貸
付

け
・
売
払
い
、
事
業
の
民
間
委
託
や
技
術
指

導
を
通
じ
て
、
地
域
産
業
へ
の
振
興
、
住
民

福
祉
の
向
上
等
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
に
は
北
海
道
日ひ
だ
か高
町
で
台
風

10
号
に
よ
り
国
道
の
橋
が
一
部
崩
落
し
集
落

が
孤
立
し
た
こ
と
を
受
け
、国
有
林
野
内
の
林

道
等
を
一
般
車
両
が
通
行
で
き
る
よ
う
深
夜

に
数
時
間
で
補
修
し
、緊
急
避
難
路
と
し
て
提

供
す
る
こ
と
で
、周
辺
住
民
の
速
や
か
な
避
難

及
び
生
活
道
の
確
保
に
貢
献
し
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
旧
・
復
興
へ
の
貢
献

　

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
被
災
し
た
海
岸

防
災
林
の
復
旧
・
再
生
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

植
栽
に
あ
た
っ
て
は
、企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
協

力
も
得
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
生
活
圏
周
辺
の

国
有
林
野
の
除
染
や
、除
染
に
関
す
る
知
見
の

集
積
や
技
術
開
発
の
た
め
の
実
証
事
業
等
を

行
い
、中
断
し
て
い
た
素
材
生
産
事
業
を
今
年

度
よ
り
試
験
的
に
再
開
し
て
い
ま
す
。

レクリエーションの森を紹介す
る英語のホームページ

町関係者への路網計画の説明（東北森林管理局）

足用のくくりわなで捕獲されたシカ
（四国森林管理局）
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林
野
庁
ホ
ー
ム
ペ
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ジ

平
成
28
年
度
国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
関

す
る
基
本
計
画
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
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日本森林学会による

全
国
緑
化
行
事
発
祥
の
地

　

筑
波
山
の
北
麓
、
茨
城
県
桜
川
市
真
壁
町
の

鬼お
に
が
さ
く

ヶ
作
国
有
林
内
に
は
、
２
０
１
４
年
度
第
３

号
の
林
業
遺
産
「
全
国
緑
化
行
事
発
祥
の
地
」

（
現
：
鬼
ヶ
作
国
有
林
２
０
８
林
班
ぬ
２
小
班
）

が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
、
１
９
３
４
年
（
昭
和

９
年
）
の
第
１
回
の
愛
林
日
に
、
当
時
の
農
林

政
務
次
官
、
農
林
次
官
、
山
林
局
長
、
大
日
本

山
林
会
会
長
ら
の
参
加
の
下
、
初
の
全
国
規
模

の
植
樹
行
事
が
行
わ
れ
た
場
所
で
し
た
。

林
業
遺
産
と
し
て
の

歴
史
的
意
義

　

戦
前
・
昭
和
初
期
の
日
本
で
は
、世
界
恐
慌

下
の
農
山
村
の
地
域
活
性
化
と
、森
林
資
源
の

充
実
を
図
る
た
め
に
、愛
林
日（
４
月
２
〜
４

日
）を
記
念
し
た
植
樹
行
事
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。戦
争
の
影
響
に
よ
る
中
断
が
あ
っ
た
も
の

の
、戦
後
の
１
９
５
０
年
以
降
は
、森
林
と
親
し

み
、そ
の
多
面
的
機
能
の
大
切
さ
を
再
確
認
す

る「
全
国
植
樹
祭
」と
し
て
、今
日
ま
で
継
続
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。そ
の
嚆
矢
が
、１
９
３
４

年
の
こ
の
地
で
の
植
樹
行
事
だ
っ
た
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
全
国
的
な
緑
化
行
事
は
、
森
林
・

樹
木
を
守
り
育
て
、
豊
か
な
社
会
を
創
造
す

る
と
い
う
普
遍
的
な
意
義
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の

時
々
の
社
会
背
景
を
反
映
す
る
形
で
、
世
界

各
国
で
も
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
こ
の
発
祥
の
地
を
、
林
業
遺
産
と
し
て
記

録
・
記
憶
し
て
い
く
こ
と
は
、
学
術
的
・
社
会

的
な
意
義
も
大
き
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
な
ぜ
、

筑
波
山
麓
の
こ
の
地
が
初
の
記
念
植
樹
地
と
し

て
選
ば
れ
た
の
か
、
そ
の
後
、
植
樹
行
事
が
地

域
社
会
に
ど
う
受
け
止
め
ら
れ
て
き
た
の
か
等
、

道普請プロジェクトの記念撮影（提供：地球の緑を育てる会）
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様
々
な
興
味
が
か
き
立
て
ら
れ
ま
す
。

発
祥
の
地
の
再
発
見

　

し
か
し
、
戦
争
の
混
乱
を
経
て
、
林
野
行
政

の
再
編
が
進
む
中
で
、
こ
の
発
祥
の
地
の
存
在

は
、
次
第
に
人
々
の
記
憶
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い

き
ま
す
。
こ
の
場
所
が
再
び
発
見
さ
れ
、
脚
光

を
浴
び
た
の
は
１
９
８
５
年
の
こ
と
で
す
。
こ

の
再
発
見
は
、
第
１
回
の
植
樹
行
事
に
参
加

し
、
戦
後
、
国
土
緑
化
推
進
委
員
会
（
現
：
国

土
緑
化
推
進
機
構
）
の
理
事
長
と
し
て
、
全
国

植
樹
祭
を
支
え
て
き
た
徳
川
宗
敬
氏
の
依
頼
を

受
け
た
、
小
泉
章
三
氏
（
元
東
京
営
林
局
沼
津

営
林
署
長
）
を
中
心
と
し
た
調
査
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
再
発
見
を
め
ぐ
る
ド

ラ
マ
は
、『
森
林
科
学
』
77
号
（
２
０
１
６
年

６
月
）
に
て
、
小
泉
氏
（
林
業
遺
産
紀
行
第
５

回
：
全
国
緑
化
行
事
発
祥
の
地
の
発
見
）
が
詳

し
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。
数
々
の
幸
運
と
関
係

者
の
粘
り
強
い
尽
力
を
経
て
、
翌
１
９
８
６
年

に
は
、「
全
国
緑
化
行
事
発
祥
之
地
」
の
記
念

碑
が
、
52
年
の
歳
月
を
経
て
成
林
し
た
ス
ギ
・

ヒ
ノ
キ
の
根
元
に
そ
び
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
す
。林

業
遺
産
と
し
て
の

保
全
と
活
用

　

発
祥
の
地
は
、
車
で
も
通
れ
る
町
道
を
筑
波

山
に
向
け
て
上
っ
た
途
中
か
ら
、
ゲ
ー
ト
付
の

国
有
林
道
に
入
り
、
さ
ら
に
山
を
下
っ
た
と
こ

ろ
に
あ
り
ま
す
。
決
し
て
ア
ク
セ
ス
の
良
い
場

所
で
は
な
く
、
途
中
は
樹
々
の
生
い
茂
る
山

道
の
た
め
、
こ
の
地
を
人
々
が
訪
れ
、
緑
化

の
歴
史
を
体
感
す
る
に
は
、
継
続
的
な
山
道

の
整
備
が
不
可
欠
に
な
り
ま
す
。
こ
の
保
全
と

活
用
に
向
け
て
、
林
業
遺
産
の
認
定
に
先
ん

じ
た
２
０
１
３
年
か
ら
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
地
球
の

緑
を
育
て
る
会
」（
つ
く
ば
み
ら
い
市
）を
は
じ

め
、
筑
波
山
神
社
や
東
京
農
業
大
学
と
い
っ
た

地
域
・
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る「
全
国
植

樹
運
動
の
発
祥
地
を
拓
く
道
普
請
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
呼
ば
れ
る
山
道
の
維
持
活
動
が
、
定
期

的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
日
本
山
林
会
、
国

土
緑
化
推
進
機
構
、
毎
日
新
聞
社
等
も
関
わ
る

こ
の
活
動
を
通
じ
て
、
発
祥
の
地
の
保
全
・
ア

ク
セ
ス
が
担
保
さ
れ
、
ま
た
子
供
た
ち
や
市

民
が
緑
化
の
歩
み
と
功
績
を
体
感
す
る
機
会

が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。「
地
球
の
緑
を
育
て
る

会
」
会
長
の
石
村
章
子
氏
は
、
殆
ど
の
参
加
者

が
、
こ
の
活
動
を
通
じ
て
発
祥
の
地
の
存
在
を

道普請プロジェクトの山道整備
（提供：地球の緑を育てる会）

知
り
、
長
い
歴
史
の
中
で
積
み
重
ね
ら
れ
て
き

た
森
林
・
樹
木
と
社
会
と
の
結
び
つ
き
に
、改
め

て
心
を
動
か
さ
れ
る
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
状
で
は
活
用
に
向
け
て
の
課
題

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
発
祥
の
地
の
存
在
と
意
義

を
、
よ
り
広
く
社
会
に
普
及
さ
せ
る
た
め
に
は
、

定
期
的
な
イ
ベ
ン
ト
に
加
え
て
、
常
時
、
人
々

が
訪
れ
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
の
整
備
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、様
々
な
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
を
通
じ
て
の
広
報
や
、
地
域
ベ
ー
ス
で
の
保

全
・
活
用
へ
の
関
心
の
向
上
を
促
す
こ
と
に
加

え
て
、
日
常
的
な
山
道
の
維
持
整
備
や
標
識
の

設
置
等
を
通
じ
て
、
ア
ク
セ
ス
の
安
全
性
を
担

保
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
日
本
各
地
で
、
資
金
・
労
力
・
制
度

等
の
不
足
に
よ
る
登
山
道
管
理
の
難
し
さ
が
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
解
決
の
道
を
探
る

こ
と
が
、
林
業
遺
産
「
全
国
緑
化
行
事
発
祥
の

地
」
の
更
な
る
活
用
に
結
び
つ
く
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

記念碑への山道の除草作業
（提供：地球の緑を育てる会）

作業の説明を聴く子どもたち
（提供：地球の緑を育てる会）

全国緑化行事発祥の地の記念碑

道普請プロジェクトの階段づくり
（提供：地球の緑を育てる会）

発祥の地に植えられた樹々
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こ
は
、
日
本
一
小
さ
な
県
・
香
川

県
の
南
西
部
に
位
置
す
る
仲
多
度

郡
ま
ん
の
う
町
。
琴
平
山（
通
称
、
金
比
羅

山
）
か
ら
ほ
ど
近
い
場
所
に
あ
る
、
県
有
林

「
琴こ
と
な
み南

の
森
」
で
森
を
育
む
活
動
を
行
っ
て

い
る
の
が「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
ズ

か
が
わ
」
だ
。
鋭
い
傾
斜
を
ず
ん
ず
ん
登
っ

て
い
く
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
集
団
の
中
に
、

団
体
の
事
務
局
長
を
務
め
る
増
田
孝
夫
さ
ん

が
い
る
。「
私
た
ち
の
モ
ッ
ト
ー
は
安
全
に

楽
し
く
活
動
す
る
こ
と
」
と
柔
ら
か
な
笑
顔

で
話
す
増
田
さ
ん
も
、
や
は
り
い
き
い
き
し

て
い
る
。

　

こ
の
団
体
は
、
以
前
、
香
川
県
が
実
施
し

て
い
た
森
づ
く
り
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成

す
る「
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル
」
の
受
講

生
有
志
で
、
平
成
17
年
８
月
に
任
意
団
体
と

し
て
設
立
し
た
。
そ
の
７
年
後
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
に
移
行
し
、
森
林
づ
く
り
と
環
境
教
育
活

動
の
二
本
立
て
で
活
動
し
て
い
る
。
森
林
づ

く
り
は
、「
琴
南
の
森
」
で
下
刈
り
や
枝
打
ち
、

間
伐
な
ど
の
保
全
整
備
を
行
う
ほ
か
、
不
定

期
で
他
団
体
と
協
働
し
て
森
林
事
業
を
行
う

こ
と
も
あ
る
。
一
方
、
環
境
教
育
活
動
は
、

　

今
回
は
、
香
川
県
で
森
づ
く
り
と
環
境
保
全
活
動
に

取
り
組
む「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
ズ
か
が
わ
」

の
事
務
局
長
・
増
田
孝
夫
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

  

 

 

 
   

vol.23

“
森
は
未
来
か
ら
の
預
か
り
も
の
”

　

森
林
を
未
来
に
つ
な
げ
る
た
め
に

　
　

で
き
る
こ
と
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と

こ

NPO法人 フォレスターズかがわ事務局長

増田 孝夫さん

保
育
園
や
幼
稚
園
で
子
供
た
ち
に
木
の
育
ち

方
や
森
の
役
割
と
大
切
さ
を
伝
え
る「
里
山
ふ

れ
あ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
は
じ
め
、「
琴
南

の
森
」
で
木
と
ふ
れ
あ
う
フ
ァ
ミ
リ
ー
対
象

の
森
林
体
験
イ
ベ
ン
ト「
み
ど
り
の
学
校
」
な

ど
、
言
葉
と
体
験
の
両
面
か
ら
森
林
の
大
切

さ
を
人
々
に
伝
え
続
け
て
い
る
。

「
私
た
ち
の
強
み
は
、
森
林
の
手
入
れ
を
行
う

こ
と
で
直
接
的
に
森
林
づ
く
り
に
貢
献
で
き

る
と
と
も
に
、
そ
の
実
体
験
を
生
か
し
て
市

民
に
リ
ア
ル
な
声
を
届
け
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

普
段
か
ら
森
と
ふ
れ
あ
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

伝
え
ら
れ
る
言
葉
が
あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
」

ーー 

団
体
が
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は

　
　
何
で
す
か
？

「
活
動
を
行
う
上
で
、
言
葉
で
伝
え
る
だ
け
で

な
く
、
実
際
に
森
に
入
っ
て
手
作
業
で
間
伐

し
、
そ
の
間
伐
材
を
使
っ
て
工
作
を
行
う
な

ど
、
一
本
の
木
か
ら
木
工
作
品
に
な
る
ま
で

の
流
れ
を
体
で
感
じ
る
体
験
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、『
ふ
れ
あ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

で
は
、
ヒ
ノ
キ
の
間
伐
材
で
製
作
し
た
木
琴

琴南の森で間伐を行う増田さん
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　「フォレスターズかがわ」は、森林づくり活動
で発生した間伐材を多種多様な木工作品に変化さ
せ、子供たちが楽しみながら木とふれあえるきっ
かけづくりを行っている。その一つが、今夏に製
作した「ボルダリングボード」だ。これは、ペイ
ントした木の板にヒノキの間伐材でつくったホー
ルド（掴んだり、足を乗せるための突起）を取り
付けた「フォレスターズかがわ」オリジナル作品。
県主催のイベントで設置したところ、子供たちに
大好評で、ヒノキの感触や香りを体いっぱいで感

じていたそうだ。こうした間伐材利用の
新しいアイデアが、次世代の若者を
森林にひきつける足掛かりの一つ
になるのかもしれない。

ボルダリングボード
を
演
奏
し
て
、
子
供
た
ち
と
合
唱
し
た
り
、

輪
切
り
に
し
た
間
伐
材
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

な
ど
、
森
林
と
接
点
を
持
て
る
よ
う
に
工
夫

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
木
と
ふ
れ
あ
う
こ

と
で
、
森
林
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
り
や
す

く
な
り
、
さ
ら
に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
に

な
る
は
ず
で
す
」

ーー 

団
体
の
目
指
す
姿
と
は
？

「
現
存
す
る
自
然
環
境
を
守
り
続
け
る
た
め
に

は
、
市
民
の
力
で
健
全
な
森
林
を
維
持
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

市
民
の
関
心
を
森
に
向
け
て
も
ら
う
こ
と
が

不
可
欠
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
使

命
は
、
も
っ
と
身
近
な
存
在
と
し
て
森
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
活
動
を
通
じ

て
一
人
で
も
多
く
の
人
に
森
林
の
重
要
性
を

伝
え
て
い
く
こ
と
で
す
。
中
で
も
、
未
来
を

担
う
子
供
た
ち
は
大
切
な
存
在
で
す
。
今
後

も
、
た
く
さ
ん
の
子
供
た
ち
に
森
を
好
き
に

な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
楽
し
い
森
林
体
験

を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
森
林
を
守
り
、
未
来
に
つ
な
げ
る

た
め
に
、
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
か
ら
コ

ツ
コ
ツ
と
地
道
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」

　
「
森
は
未
来
か
ら
の
預
か
り
も
の
」。
こ
れ

は
、
団
体
が
掲
げ
る
理
念
の
一
つ
だ
。
こ
の

志
を
胸
に
、
こ
れ
か
ら
も「
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
ズ

か
が
わ
」
は
、
森
林
の
未
来
と
市
民
を
つ
な

ぐ
架
け
橋
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
輝
き

続
け
る
だ
ろ
う
。

ヒノキナメコの植菌も森林
活動の大事な取り組み

◀ヒノキの間伐材でホールドづくり

ワークキャンプでは自分でつくった竹の容器でご飯を食べる
のも醍醐味の一つ

大人が見守る中で間伐作業。ノコギリで木を切る作業は貴
重な体験だ

「みどりの学校」では自ら切った間伐材で
工作を楽しむ

ヒノキの間伐材で製作した木琴「ヒノッキン」は子供たちに大人気
森林の大切さを伝える環境教育活動
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農林水産省に木造による
「保育所」が開設されました

TOPICS

03

霞
ヶ
関
の
一
角
、
農
林
水
産
省
の
建
物
の
敷
地
内
に
、
木
造
に
よ

る
保
育
所
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

   

構
造
は
木
造
平
屋
建
て
で
、
内
外
装
に
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て

い
ま
す
。
特
に
、
子
ど
も
た
ち
が
常
に
触
れ
る
保
育
室
の
床
に
は
、
厚

さ
30
㎜
の
無
垢
の
ス
ギ
板
を
使
っ
て
い
ま
す
。
厚
い
ス
ギ
板
は
、
断
熱

性
や
衝
撃
吸
収
性
に
優
れ
触
り
心
地
も
よ
い
こ
と
や
、
木
の
香
り
に
は

リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
動
き
が
活
発
に

な
る
、
泣
き
に
く
く
な
る
、
笑
顔
が
増
え
る
と
い
っ
た
効
果
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
保
育
士
さ
ん
の
お
話
で
も
、
木
の
床
は
温
か
み
が
あ
り
、
子

ど
も
た
ち
の
情
緒
は
安
定
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

   

園
庭
と
の
仕
切
り
は
木
製
サ
ッ
シ
に
し
て
い
ま
す
。
木
製
サ
ッ
シ
は

断
熱
性
が
高
く
結
露
し
に
く
い
の
で
、
快
適
な
室
内
環
境
や
省
エ
ネ
に

貢
献
し
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
等
で
は
木
製
サ
ッ
シ
の
普
及
率
が
高
く
、

日
本
で
も
こ
れ
か
ら
、
省
エ
ネ
で
健
康
な
住
ま
い
や
空
間
を
つ
く
る
と

い
う
観
点
で
、
普
及
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

   

こ
の
保
育
所
の
計
画
に
当
た
っ
て
は
、
都
市
の
中
心
、
防
火
地
域
と

い
う
最
も
防
耐
火
規
制
の
厳
し
い
地
区
の
た
め
、
耐
火
建
築
物
に
す
る

必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
木
造
で
は
難
し
い
の
で
は
と
思
わ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
現
在
の
技
術
で
は
十
分
に
可
能
で
す
。
今
回
は
、
壁
や

天
井
な
ど
を
石
膏
ボ
ー
ド
で
覆
う
と
い
う
現
在
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
技

術
を
採
用
し
、
構
造
部
材
に
国
産
の
ス
ギ
や
カ
ラ
マ
ツ
の
集
成
材
、
耐

力
壁
に
Ｃ
Ｌ
Ｔ
※
な
ど
を
使
っ
て
い
ま
す
。

   

こ
の
保
育
所
は
、
都
市
で
の
木
材
利
用
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
整
備

さ
れ
ま
し
た
。
都
市
の
暮
ら
し
に
木
の
ぬ
く
も
り
が
広
が
る
よ
う
、
皆

さ
ん
の
職
場
や
生
活
の
場
で
も
建
物
の
木
造
化
や
内
外
装
の
木
質
化
を

ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
！

※
Ｃ
Ｌ
Ｔ
… C

ross Lam
inated Tim

ber

（
直
交
集
成
板
）
の
略
。
ひ
き
板
を

繊
維
方
向
が
直
交
す
る
よ
う
に
積
層
接
着
し
た
パ
ネ
ル
。

建築概要
・延床面積 約 250m2

・木材使用量 約 66m3

　うち、スギ 約 24m3

　　　　ヒノキ 約２m3

　　　　カラマツ 約 16m3
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今
回
は
、
私
の
出
身
地
福
島
県
に
あ

る
関
東
森
林
管
理
局
福
島
森
林
管
理
署

に
一
日
署
長
と
し
て
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

木
造
建
築
物
を
視
察

　

最
初
に
視
察
し
た
の
は
、
郡
山
ヘ
ア

メ
イ
ク
カ
レ
ッ
ジ
で
す
。
こ
の
学
校
の

校
舎
は
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
と
集
成
材
フ
レ
ー
ム

を
組
み
合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
構
造

に
な
っ
て
い
て
、
内
装
に
も
福
島
県
産

の
ス
ギ
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
。
そ
の
素

敵
な
造
り
に
思
わ
ず
感
激
し
ま
し
た
！

学
生
の
皆
さ
ん
も
、「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と

の
違
い
を
感
じ
ま
す
。
木
の
温
も
り
に

と
て
も
心
が
落
ち
着
き
、
集
中
し
て
授

業
を
受
け
ら
れ
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

校
舎
に
入
っ
て
気
が
つ
い
た
の
は
、

香
り
の
良
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
目
に
も
優

し
い
こ
と
で
す
。
温
か
い
色
合
い
や
木

目
が
と
て
も
オ
シ
ャ
レ
で
、
居
心
地
良

く
感
じ
ま
し
た
！
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

の
校
舎
で
学
生
生
活
を
送
っ
て
き
た
私

に
と
っ
て
は
、
本
当
に
羨
ま
し
い
環
境

で
す
。
最
新
の
木
造
校
舎
で
授
業
を
受

け
ら
れ
る
学
生
さ
ん
た
ち
は
、
と
て
も

恵
ま
れ
て
い
ま
す
ね
♫

　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
建
築
物
が
こ
れ
か
ら
ま
す
ま

す
増
え
て
い
き
、
次
世
代
を
担
う
若
者

た
ち
が
木
の
温
も
り
あ
ふ
れ
る
環
境
に

親
し
む
こ
と
で
、
森
林
・
林
業
へ
の
関

心
を
深
め
て
い
っ
て
ほ
し
い
な
と
思
い

ま
し
た
。

現
地
検
討
会
へ
の
出
席

　

続
い
て
、
阿
武
隈
川
流
域
内
の
林
業
関
係
者
に
向
け
た
「
低
コ
ス
ト
造
林
現
地
検
討
会
」

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
み
ど
り
の
女
神
と
し
て
の
活
動
を
通
し
て
、
人
が
手
を
加
え
た
こ
と
で

森
林
が
良
く
な
っ
て
い
く
姿
を
見
て
き
ま
し
た
。
そ
の
反
面
、
予
算
や
人
手
不
足
等
、
さ
ま

ざ
ま
な
要
因
に
よ
り
手
入
れ
の
行
き
届
い
て
い
な
い
場
所
も
多
く
目
に
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
検
討
会
で
説
明
さ
れ
た
「
低
コ
ス
ト
造
林
」
に
よ
っ
て
経
費
が
節
減
で
き
れ
ば
、

今
ま
で
十
分
な
手
入
れ
を
行
え
な
か
っ
た
森
林
に
も
目
を
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

森
林
大
国
で
あ
る
日
本
で
、
手
入
れ
さ
れ
た
美
し
い
緑
を
も
っ
と
増
や
し
、
大
切
に
次
世
代

に
つ
な
い
で
い
く
こ
と
に
繋
が
る
の
だ
な
と
、
こ
の
取
組
に
感
心
し
ま
し
た
。

　

ま
た
会
の
中
ご
ろ
に
は
、
雨
上
が
り
で
足
下
が
ぬ
か
る
む
中
、
参
加
さ
れ
た
林
業
関
係
者

の
方
々
の
前
で
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
を
操
作
し
て
、
枝
払
い
と
造
材
を
披
露
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
講
習
受
講
後
、
初
め
て
の
本
格
的
な
実
演
だ
っ
た
た
め
緊
張
し
ま
し
た
が
、
若
い
女

性
で
も
機
械
を
操
作
で
き
る
こ
と
に
驚
い
て
く
だ
さ
る
方
が
大
勢
い
ま
し
た
。

　

今
回
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
業
務
は
ほ
ん
の
一
部
だ
と
思
い
ま
す
が
、
改
め
て
森
林
管

理
署
の
お
仕
事
の
幅
広
さ
を
実
感
し
ま
し
た
！
そ
し
て
、
私
の
生
ま
れ
た
大
好
き
な
福
島
県

で
の
一
日
署
長
、
本
当
に
嬉
し
く
て
楽
し
か
っ
た
で
す
！
森
林
管
理
署
は
じ
め
、
お
世
話
に

な
っ
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

みどりの
女神が行く！

福島県生まれ、
千葉県育ち。
趣味は音楽鑑賞と
お散歩

野
の

中
なか

　葵
あおい

校舎内の様子（郡山ヘアメイクカレッジ）

香月英伸署長と（現地検討会）

プロセッサー実演
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